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学術集会プログラム

特別講演 �

「女性のトータルヘルスケアのための LEPと HRT―心血管疾患のリスクの観点から―」
座長：東京歯科大学市川総合病院 髙松 潔

演者：愛知医科大学 若槻 明彦

特別企画シンポジウム �

【新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の現状と展望】
座長：獨協医科大学埼玉医療センター 髙倉 聡

「新型コロナウイルス感染症；疫学と予防」
演者：東京慈恵会医科大学分子疫学研究部 浦島 充佳

「新型コロナウイルス感染症の臨床と感染対策」
演者：東京慈恵会医科大学感染制御科 吉田 正樹

「新型コロナのリスク評価と対策」
演者：白鷗大学教育学部 岡田 晴恵

シンポジウム

【遺伝診療のアップデート】
座長：都立墨東病院

東京大学統合ゲノム学
久具 宏司
織田 克利

「遺伝性乳がん卵巣がん診療の最新動向」
演者：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科臨床遺伝子医療学 平沢 晃

「NIPT の現状と課題」
演者：昭和大学 関沢 明彦

「PGT-A の現状と課題」
演者：藤田医科大学総合医科学研究所分子遺伝学 倉橋 浩樹

第 138 回学術集会優秀演題賞からの展開

ワークショップ 1【子宮体癌治療における腹水細胞診】
座長：国立がん研究センター中央病院 加藤 友康

「子宮体癌の腹水細胞診は再発予測因子となるか」
演者：国立がん研究センター中央病院婦人腫瘍科 加藤 真弓

「子宮体癌治療における腹水細胞診の意義―腹水細胞診は子宮体癌の独立した予後因子なのか？―」
演者：弘前大学大学院医学研究科産科婦人科学講座 二神 真行

「Re-thinking of prognostic significance of peritoneal cytology in endometrial cancer」
Speaker : The Jikei University School of Medicine Masataka Takenaka
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ワークショップ 2【新技術による新しい産科超音波評価法】
座長：聖マリアンナ医科大学 長谷川潤一

「新しい超音波胎児心機能評価法」
演者：東邦大学医療センター大森病院 長﨑 澄人

「Antenatal ultrasound assessment of placental pathology using Superb Micro-vascular Imaging（SMI）」
Speaker : St. Marianna University School of Medicine Natsumi Furuya

「AI を用いた胎児心臓超音波スクリーニング」
演者：昭和大学江東豊洲病院 小松 玲奈

ワークショップ 3【UAE後晩期合併症】
座長：聖マリアンナ医科大学 鈴木 直

「当院における関連各診療科との密な連携による患者満足度の高い子宮動脈塞栓術施行の取り組みについて」
演者：聖マリアンナ医科大学産婦人科学 近藤 春裕

「A case of uterine factor amenorrhea due to severe atrophy of the uterine corpus after uterine artery em-
bolization」

Speaker : Gunma University Hospital Yumiko Hagiwara
「子宮筋腫に対するUAE後の晩期合併症」

演者：済生会滋賀県病院放射線科 勝盛 哲也

指導医講習会 �

「産婦人科医の労働環境を改善させよう」
座長：千葉大学 生水真紀夫
演者：北里大学 海野 信也

関東ブロック産婦人科医会シンポジウム

【東京都内中学校における性教育指導とその課題】
座長：東京産婦人科医会会長

東京産婦人科医会学校保健担当理事
山田 正興
吉野 一枝

「性教育の手引（改訂版）の特徴と概要について」
演者：東京都多摩教育事務所指導課統括指導主事 美越 英宣

「性の健康教育～これまでの取り組み，これからの課題～」
演者：アトラスレディースクリニック 塚田 訓子

「中学校における性教育指導の課題」
演者：東京都北区立桐ケ丘中学校主幹教諭（養護） 田片 博子

［指定発言］
東京都医師会副会長 角田 徹



158 関東産婦誌 第 57 巻 2 号

スポンサードセミナー 1

「婦人科良性疾患に対する低侵襲手術に必要な教育―腹腔鏡手術からロボット支援手術まで―」
演者：東京女子医科大学 熊切 順

「骨盤臓器脱治療の低侵襲化と安全な技術導入」
演者：東京大学 平池 修
（共催：テルモ株式会社）

スポンサードセミナー 2

「進行卵巣がんに対する手術療法の最前線」
演者：東京医科大学 加藤 一喜

（共催：科研製薬株式会社）

スポンサードセミナー 3

「妊娠初期超音波～Diagnosis and screening at first trimester～」
演者：昭和大学 德中真由美

（共催：GEヘルスケア・ジャパン株式会社）

スポンサードセミナー 4

「月経困難症・子宮内膜症診療の最前線―外来での継続的な管理のために―」
演者：東京大学 大須賀 穣

（共催：バイエル薬品株式会社）

スポンサードセミナー 5

「婦人科領域におけるゲノム医療」
座長：東海大学 三上 幹男
演者：新潟大学 吉原 弘祐

（共催：武田薬品工業株式会社）

スポンサードセミナー 6

「月経関連疾患ホルモン治療の新しい潮流」
座長：埼玉医科大学 石原 理
演者：慶應義塾大学 丸山 哲夫

（共催：ノーベルファーマ株式会社／あすか製薬株式会社）
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